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い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

前
年(

１
月
〜
５
月
ま
で
の
月
分
の
手

当
て
に
つ
い
て
は
前
々
年)

の
所
得
が

所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合
に
は
児

童
手
当
な
ど
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

２
支
給
額

▼
３
歳
未
満
の
児
童
…
一
律
１
万
円

(

月
額)

▼
３
歳
以
上
の
児
童
…
第
１
子
と
第
２

子
は
５
０
０
０
円(

月
額)

、
第
３
子

は
１
万
円(

月
額)

３
支
払
い
時
期

毎
年
２
月
、
６
月
、
10
月
に
そ
れ
ぞ

れ
の
前
月
分
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

４
必
要
な
書
類

◇
認
定
請
求
に
必
要
な
書
類

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
な
ど

(

請
求
者
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
で

厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
る
場

合)

・
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書(

１
月
１

日
現
在
、
牛
久
市
に
住
所
が
な
か
っ

た
方
は
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
か

ら
前
年
分
の
児
童
手
当
用
所
得
証
明

書
を
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い)

※
認

定
請
求
日
が
１
月
か
ら
５
月
ま
で

は
、
前
々
年
分
の
児
童
手
当
用
所
得

証
明
書
。

・
銀
行
な
ど
の
口
座
番
号
が
分
か
る
も

の(

請
求
者
の
も
の)

・
そ
の
ほ
か
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る

書
類
が
あ
り
ま
す
。

５
所
得
制
限
限
度
額

所
得
制
限
に
つ
い
て
は
、
加
入
し
て

い
る
年
金
に
よ
り
限
度
額
表
に
基
づ
き

判
定
さ
れ
ま
す
。
所
得
に
は
一
定
の
控

除
が
あ
り
、
支
給
対
象
に
な
る
か
な
ど
、

詳
し
く
は
市
児
童
福
祉
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
続
け
て
児
童
手
当
を

受
け
る
場
合
は

○
平
成
19
年
度
児
童
手
当
現
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す

現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お
け

る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
６
月

以
降
も
続
け
て
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
届
の
提

出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が

ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

※
「
平
成
19
年
度
児
童
手
当
現
況
届
」

は
６
月
上
旬
に
市
児
童
福
祉
課
か
ら

発
送
し
ま
す
。

◇
現
況
届
に
必
要
な
書
類

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
な
ど

(

請
求
者
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
で

厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
場

合)

・
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書(

１
月
１

日
現
在
、
牛
久
市
に
住
所
が
な
か
っ

た
方
は
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
か

ら
前
年
分
の
児
童
手
当
用
所
得
証
明

書
を
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い)

児
童
手
当
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

平
成
19
年
４
月
か
ら
、
３
歳
未
満(

第
１
子
お
よ
び
第
２
子
に
限
る)

の
乳
幼
児
の

養
育
者
に
対
す
る
手
当
の
額
が
、
乳
幼
児
加
算
と
し
て
倍
増
し
、
一
律
月
額
１
万

円
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
３
歳
以
上
の
児
童
の
児
童
手
当
の
額
、
支
給
対
象

年
齢
お
よ
び
所
得
制
限
限
度
額
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

ご
存
じ
で
す
か
？
児
童
手
当

●
児
童
手
当
と
は

児
童
手
当
は
、
12
歳
到
達
後
最
初
の

３
月
31
日(

小
学
校
修
了
前)

ま
で
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

●
児
童
手
当
の
申
請

出
生
、
転
入
な
ど
に
よ
り
新
た
に
受

給
資
格
が
生
じ
た
場
合
、
市
役
所
の
窓

口
で
「
認
定
請
求
書
」
の
提
出
が
必
要

で
す(

公
務
員
の
方
は
勤
務
先
に
提
出)

。

認
定
請
求
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の

翌
月
分
か
ら
、
支
給
事
由
の
消
滅
し
た

日
の
属
す
る
月
分
ま
で
支
給
さ
れ
ま

す
。

１
支
給
対
象

児
童
手
当
な
ど
は
、
12
歳
到
達
後
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

(

小
学
校
修
了
前
の
児
童)

を
養
育
し
て

ご
存
じ
で
す
か
？
児
童
手
当
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平
成
20
年
４
月
か
ら

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
制
限
さ
れ
ま
す

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
受
給
資
格
者
で
あ
る
母
に
対
す
る
手
当
は
、
支
給
開
始

月
か
ら
起
算
し
て
５
年
ま
た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
た
月
か
ら
起
算
し
て
７
年
を

経
過
し
た
と
き(
た
だ
し
、
認
定
請
求
を
し
た
日
に
３
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す
る

受
給
資
格
者
に
つ
い
て
は
、
児
童
が
満
３
歳
に
達
し
た
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て

５
年
を
経
過
し
た
と
き)
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
手
当
額
の
一
部
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

※
減
額
の
割
合
や
適
用
除
外
の
事
由
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
、
政
令
で
定

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

３
父
が
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

児
童

４
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

５
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄
し

て
い
る
児
童

６
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
刑
務
所

な
ど
に
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

７
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ

た
児
童

８
母
が
児
童
を
懐
胎
し
た
当
時
の
事

情
が
不
明
で
あ
る
児
童

※
「
児
童
」
と
は
18
歳
に
達
す
る
日
以

降
、
最
初
の
３
月
31
日(

18
歳
年
度

末)

ま
で
に
あ
る
児
童
を
い
い
ま
す
。

た
だ
し
、
心
身
に
お
お
む
ね
中
度
以

上
の
障
害(

特
別
児
童
扶
養
手
当
２

級
と
同
程
度
以
上
の
障
害)

が
あ
る

場
合
は
20
歳
未
満
ま
で
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
受
給
者
、
児
童
と
も
に

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

２
児
童
扶
養
手
当
の
額

◇
全
部
支
給

対
象
児
童
数

１
人
…
月
額
４
万
１
７
２
０
円

２
人
…
月
額
４
万
６
７
２
０
円

３
人
…
月
額
４
万
９
７
２
０
円

◇
一
部
支
給

就
労
な
ど
に
よ
る
収
入
の
あ
る
方

は
、
所
得
に
よ
り
手
当
額
が
き
め
細
か

く
設
定
さ
れ
ま
す
。

３
児
童
扶
養
手
当
の
支
払
月

毎
年
４
月
、
８
月
、
12
月
に
そ
れ
ぞ

れ
の
前
月
分
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

４
必
要
な
書
類

◇
認
定
請
求
書
に
必
要
な
書
類

認
定
請
求
書
に
は
、
戸
籍
謄
本
や
住

民
票
な
ど
を
添
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
手
当
を
受
け
る
方
の
支
給
要
件

に
よ
っ
て
添
付
す
る
書
類
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
市
児
童
福
祉
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５
所
得
制
限

受
給
資
格
者
、
そ
の
配
偶
者
ま
た
は

同
居(

世
帯
分
離
し
て
い
る
世
帯
を
含

む)

の
扶
養
義
務
者(

父
母
・
祖
父
母
・

子
・
兄
弟
な
ど)

の
前
年
の
所
得
が
一

定
額
以
上
で
あ
る
と
き
は
そ
の
年
度

(

８
月
か
ら
翌
年
の
７
月
ま
で)

の
手
当

の
一
部
ま
た
は
全
部
の
支
給
が
制
限
さ

れ
ま
す
。

●
認
定
後
の
届
出
義
務

認
定
を
受
け
た
方
は
以
下
の
よ
う
な

届
出
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
由
が

生
じ
た
と
き
は
速
や
か
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

◇
現
況
届

こ
の
届
を
出
さ
な
い
と
８
月
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
２

年
間
こ
の
届
を
出
さ
な
い
と
資
格
を
失

い
ま
す
。

※
現
況
届
は
市
児
童
福
祉
課
か
ら
郵
送

し
ま
す
。(

８
月
１
日
〜
31
日
ま
で

に
提
出)

◇
資
格
喪
失
届

次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
を
受
け
る

資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
資

格
喪
失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
を
し
な
い
ま
ま
手
当
を
受
け
た

場
合
、
そ
の
期
間
の
手
当
を
全
額
返
還

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
婚
姻
の
届
出
を
し
た
と
き

・
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
く
て
も
事

●
児
童
扶
養
手
当
と
は

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
な

ど
に
よ
り
父
親
と
生
計
を
と
も
に
し
て

い
な
い
児
童
の
母
ま
た
は
母
に
代
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
対

し
、
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

●
児
童
扶
養
手
当
の
申
請

１
支
給
対
象

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
「
児

童
」
を
監
護(

保
護
者
と
し
て
生
活
の

面
倒
を
み
て
い
る
こ
と)

し
て
い
る
母
、

ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方(

養
育
者)

が
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

２
父
が
死
亡
し
た
児
童
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実
上
の
婚
姻
関
係
に
な
っ
た
と
き

・
受
給
者
や
児
童
が
公
的
年
金
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
と
き

・
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
た

り
、
受
給
者
が
監
護
又
は
養
育
し
な

く
な
っ
た
と
き

・
遺
棄
、
拘
禁
な
ど
の
理
由
で
家
庭
を

離
れ
て
い
た
児
童
の
父
親
が
帰
宅
し

た
と
き
　
な
ど

◇
そ
の
他
の
届
出

氏
名
・
住
所
・
支
払
金
融
機
関
変
更

届
な
ど

特
別
児
童
扶
養
手
当

２
支
給
額

等
級
月
額(

児
童
１
人
に
つ
き)

１
級
…
５
万
７
５
０
円

２
級
…
３
万
３
８
０
０
円

３
手
当
の
支
払
日

毎
年
４
月
、
８
月
、
12
月
に
そ
れ
ぞ

れ
の
前
月
分
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

４
必
要
な
書
類

手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
、
市
児
童

福
祉
課
に
次
の
書
類
を
添
え
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

１
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

(

抄
本)

、
外
国
人
の
方
は
登
録
済
証

明
書

２
請
求
者
と
対
象
児
童
が
含
ま
れ
る
世

帯
全
員
の
住
民
票

※
１
、
２
は
、
認
定
請
求
か
ら
一
カ
月

以
内
の
発
効
日
の
も
の
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

３
所
定
の
診
断
書(

市
児
童
福
祉
課
窓

口
に
あ
り
ま
す)

※
診
断
書
は
、
申
請
日
か
ら
起
算
し

て
２
カ
月
以
内
の
も
の
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
診
断
書
の

添
付
を
省
略
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
市
児
童
福
祉
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ａ
・
Ａ

・
身
体
障
害
者
手
帳(

内
部
障
害
を
除

く)

の
等
級
が
１
・
２
・
３
級(

下
肢

障
害
に
つ
い
て
は
４
級
の
一
部
を
含

む)

４
そ
の
ほ
か
必
要
な
書
類

郵
便
貯
金
通
帳

※
手
当
の
受
給
は
口
座
振
込
が
便
利
で

す
。
必
ず
請
求
者
本
人
の
口
座
名
義

の
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
児
童

の
口
座
に
は
振
り
込
み
で
き
ま
せ

ん
。

５
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

請
求
者(

本
人)

や
配
偶
者
お
よ
び
扶

養
義
務
者
の
方
の
所
得
が
限
度
額
以
上

で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
年
度(

８
月
か

ら
翌
年
７
月
ま
で)

の
手
当
が
支
給
停

止
と
な
り
ま
す
。

児
童
育
成
手
当
と
は

前
記
の
児
童
扶
養
手
当
は
、
母
に

支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
が
、
こ
の
手

当
は
父
に
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

支
給
の
対
象
と
な
る
児
童
お
よ
び

支
給
さ
れ
る
要
件
、
金
額
、
所
得
制

限
な
ど
は
、
父
と
母
の
部
分
を
置
き

換
え
る
ほ
か
、
ほ
ぼ
同
じ
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
市
児
童
福
祉
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１
支
給
対
象

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
を
家
庭
で
監
護
し
て
い

る
父
、
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
を
対
象

と
し
、
申
請
が
必
要
で
す
。

※
こ
の
手
当
と
児
童
扶
養
手
当
、
児
童

手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
と
の
併
給

は
可
能
で
す
。

■
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童
の
障
害
の

程
度

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
お
お

む
ね
１
級
、
２
級
程
度(

内
部
的

疾
患
含
む)
に
該
当
す
る
も
の

・
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ａ
、
Ａ
程
度

の
知
的
障
害
で
あ
る
場
合
、
ま
た

は
同
程
度
の
精
神
障
害
が
あ
る
場

合

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
２
級

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
お
お

む
ね
３
級
程
度(

内
部
的
疾
患
含

む)

に
該
当
す
る
も
の

・
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ｂ
程
度
の
知

的
障
害
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は
同

程
度
の
精
神
障
害
が
あ
る
場
合

問
い
合
わ
せ
市
児
童
福
祉
課
tel
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
７
３
３
〜

１
７
３
４




